
57･･l 新潟医学会雑誌 第 日2巻 第9号 平成且0年 9月

5) 柴寄港による薬剤性肝障害 の--･例
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症例,76歳,女性. 1997年 8月22日から溶出性中耳

塞,突発性牲聴に対 して当院耳鼻科から柴寄港を処方さ

れ内服.同年10月下旬に再度服胤 同年1五月4日から心

磯部不快感を認め,同年11月7R見附市立成人病センタ-

病院内科を受診.黄痘 と高度の肝機能異常を認めたため

当院棺で卜入院.GOT18L)O.GPTT削.ゴロJLビン18.4

と肝障害が認められたため入院となった.各種ウイルス

マーカ-は何れも陰性で飲酒歴はな く,柴寄港による

DLSTS三倍300%から柴寄港による薬剤性肝障害が最

も考えられた.ステロイド剤とグルカゴン-インシェリ

ン療法により改善をみた.腹腔鏡による所見は,肝の萎

縮と凹凸を認め,組織学的にも結節と門脈域の繊維の増

盤と中心静敵城での肝細胞の再生を認めた.

G) 急性肝内胆汁都滞症例の検討
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過去 5年間に当院をニ入院した肝内胆汁衝滞症例のうち

5例につき検討を加えたので報告する由原因としてはす

A 型肝炎 2例争薬剤性が3例であり,純顧滞型が 3例,

混合型が 2例であった.総ビリルビンの紫高額は,7.4

m g /dまから29℡4m欝/札 束院期間は29日から92E巨ご

あった,

保存的に寮疫が消失 したのは2例で,残 り3例に射 し

有効であった薬剤は,プレドニンが 2例,フェノバ-ル

が 1例であった.現在急性肝内胆汁努滞に対 して治療法

は体型化されていない.最近肝細胞の胆汁酸やど＼‖レビ

ンの トランスボーダ-蛋白がタロ-ニンダされ,生理的

胆汁分泌機構が解明されつつある由またウルソデオキシ

コール酸の薬理免疫学的作用も詳細に検討されてお り,

この点に関しても考察を加えた.

7) 当院における急件肝不 全症例の検討
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当院において平成 6年 5月から平成9年12月までの期

間における急性肝不全症例数は,4例であった｡

症例 1,38才男性.高熱出現 5日複に肝性脳症が発現

し,脳症発現よ机i時間後に死亡 した.HBV による電

撃里劇症肝炎.

症例iZ,-1～‖'里性.帯状取持滝に高熱出現.11日後に

肝性脳症が発現 し,脳症発現よ机 3時間後に死亡 した.

悪性uンパ膿による急性肝不全.

症例 3,47才女性.黄痘出現 連日後に肝性脳症が発現

し,政命 し得た薬剤性劇症肝炎.

症例4,75才男性.全身倦怠感出現且7日複に肝性脳症

が発現 した.HBV による亜急性型劇症肝炎.成長ホル

モン投与を契機に症状が改善 し救命 し得た.

8)慢性肝疾患 お よび肝不全患者における頭部

1.IRlの検討
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慢性肝炎 2例,肝硬変息6例,特発性門腺症先進症 i例,

劇症肝炎 1例,HELLP 症候群 3例を対象 とし頭部

MRI所見および臨床所見を検討 し以下の結論を得た｡

1)HELLP 症候群を除 く2り例中且5例で淡蒼球や基底核

領域の Tl高信号が認められゥ肝硬変は16例中之後例に

同所見が認められた. 望)血中 Mm憶が T且高信号の

強度に関連すると示唆された.3)臨床的に肝性脳症が

顕性化 していない例において も Tl高信号が高率に認

められ,潜在的脳症の予知所見になりうると考えられた.

射 HELLP 症候群の頭部 MRⅠ所見 として,脳虚

血像が全例に認められ, この所見は可逆的であった.

5)今後特に肝硬変患者において pTOSPeC巌veに長期

的な追跡調査が必要であると考えられた｡
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〔日的〕黄痘を伴うアルコ-ル性肝硬変の死亡例につ

いて臨床的検討 を行った韓〔対象〕 1991年 7月か ら

1998年 2月までに当科-入院した HBsA賢,an転-HC

V 陰性で,寮症を伴うアルコール性肝障害患者計42例.

うち死亡例10mを対象とした.〔成績〕死亡例は全て肝


